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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成21年11月19日(2009.11.19)

【公開番号】特開2008-97718(P2008-97718A)
【公開日】平成20年4月24日(2008.4.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-016
【出願番号】特願2006-278717(P2006-278717)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/12     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  27/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  20/12    　　　　
   Ｇ１１Ｂ  20/12    １０３　
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３１１　
   Ｇ１１Ｂ  27/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月6日(2009.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データファイルを所定のバージョンのＵＤＦフォーマットでディスクへ記録する書込み
部を備え、
　前記書込み部は、前記データファイル、及び前記ＵＤＦフォーマットを構成するファイ
ルシステム情報の内、前記データファイルのデータ格納先を含むメタデータファイルを、
前記所定のバージョン以前のバージョンのＵＤＦフォーマット処理によって変更される所
定の領域を除く領域に記録し、
　前記所定のバージョンはＵＤＦ２．５以上である、ことを特徴とするデータ処理装置。
【請求項２】
　前記書込み部は、ＵＤＦフォーマットを構成するファイルシステム情報のうち任意アド
レスに記録可能なファイルシステム情報を、前記所定の領域を除く領域に記録し、
　前記任意アドレスに記録可能なファイルシステム情報に関するデータ格納先を含むファ
イルシステム情報を、前記所定の領域に記録する、ことを特徴とするデータ処理装置。
【請求項３】
　前記所定の領域は、ＵＤＦフォーマットのバージョン２．０でフォーマットされた際に
、初期化される領域である、ことを特徴とする請求項１または２に記載のデータ処理装置
。
【請求項４】
　データファイルを所定のバージョンのＵＤＦフォーマットでディスクへ記録する書込み
ステップを備え、
　前記書込みステップは、前記データファイル、及び前記ＵＤＦフォーマットを構成する
ファイルシステム情報の内、前記データファイルのデータ格納先を含むメタデータファイ
ルを、前記所定のバージョン以前のバージョンのＵＤＦフォーマット処理によって変更さ
れる所定の領域を除く領域に記録し、
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　前記所定のバージョンはＵＤＦ２．５以上である、ことを特徴とするデータ処理方法。
【請求項５】
　データファイルを所定のバージョンのＵＤＦフォーマットでディスクへ記録する書込み
部を備え、
　前記書込み部は、前記データファイル、及び前記ＵＤＦフォーマットを構成するファイ
ルシステム情報のうち前記データファイルのデータ格納先を含むメタデータファイルを、
前記所定のバージョン以前のバージョンのＵＤＦフォーマット処理によって変更される所
定の領域を除く領域に記録し、
　前記所定のバージョンはＵＤＦ２．５以上である、ことを特徴とするデータ処理ＬＳＩ
。
【請求項６】
　請求項４記載のデータ処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
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